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１．当四半期決算に関する定性的情報 
（１）経営成績に関する説明 

当第 2四半期連結累計期間（以下「当第 2四半期」という。）におけるわが国経済は、景気が

消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動を受けつつ弱めの動きも見られましたが、企業収

益の改善を背景に回復の基調は確保された状況で推移しました。また、海外では中国ならびに

新興国経済において経済成長が減速しており、欧州では政治、経済とも不安定な状況が続いて

いるものの、米国においては個人消費、生産が底堅く、景気が持ち直してきたこともあり、総

じて緩やかな回復傾向が続きました。 

 

このような状況下、当社とその連結企業（以下「当社グループ」という。）の当第 2四半期の

売上高は、前年同四半期比 0.9％増加の 93 億 1 百万円を計上し、利益面においては、営業利益

は前年同四半期比 7.4％減少の 6億 97 百万円、経常利益は受取配当金が前年同四半期比 1億 65

百万円増加したこともあり、前年同四半期比 7.5％増加の 11 億 74 百万円、四半期純利益は前年

同四半期比 17.8％増加の 7億 10 百万円となりました。 

 

   セグメントの業績は、次のとおりであります。 

当社グループの主要事業である鍛造事業は、鍛造品の主要マーケットである国内の自動車産

業においては、消費税率引き上げによる反動減があり、海外生産の拡大による現地調達の進展

の続行や当社主力の大型部品の引き合いは依然として強くない状況が続きましたが、企業収益

の改善を背景に設備投資の回復や景況の改善により比較的堅調に推移しました。一方、海外子

会社の市場であるタイ国の自動車産業は、販売促進策が講じられ販売が急増した反動、更には

政治の混迷や景気減速によって環境が悪化しています。また、建設機械産業においては、一部

地域においては持ち直しの状況が見られますが、引き続き資源価格の低迷により鉱山機械の生

産が低迷したことから関連する鍛造部品の生産は低水準となっています。以上から、売上高は

前年同四半期比 3億 11 百万円減少の 70 億 49 百万円、営業利益は前年同四半期比 1億 6百万円

減少の 5億 7百万円となりました。 

仮設機材の販売・リースを行う建機事業は、国内の総建設投資額がピークに比べ大きく落ち

込み、建設需要が低調に推移する中、一時的に浮揚した消費税率引き上げ前のマンション建設

需要の反動が見られますが、首都圏での再開発事業やインフラの改修整備等の需要増加期待か

ら、仮設機材の受注は引続き堅調に推移し、売上高は前年同四半期比 3 億 88 百万円増加の 17

億 17 百万円、営業利益は前年同四半期比 70 百万円増加の 3億 2百万円となりました。 

金属製パレットの製造販売を中心とした物流事業は、非自動車部門も含め新たな顧客開拓を

展開していますが、主要顧客である自動車会社における海外生産の進行等の影響を受け、売上

高は前年同四半期と同額の 4 億 48 百万円、営業利益は前年同四半期比 11 百万円減少の 4 百万

円となりました。 

不動産事業は、売上高が安定的に推移し、前年同四半期に比べ 4百万円増加の 85 百万円とな

りました。 

 

（２）財政状態に関する説明 
① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ 11 億 66 百万円増加し、193 億 38 百万円となりまし

た。これは、現金及び預金が 8億 69 百万円増加したことなどによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ4億32百万円増加し、155億26百万円となりました。

これは、株価の上昇により投資有価証券が 5億 65 百万円増加したことなどによります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ 15 億 98 百万円増加し、348 億 65 百万円と

なりました。 
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    （負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ 7億 98 百万円増加し、68 億 51 百万円となりました。

これは、支払手形及び買掛金が 2 億 64 百万円、電子記録債務が 4 億 66 百万円増加したこと

などによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ 2億 18 百万円増加し、12 億 31 百万円となりました。

これは、有価証券の時価上昇等により投資有価証券が 5億 65 百万円増加したことにより繰延

税金負債が１億 96 百万円増加したことなどによります。 

 

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 5 億 82 百万円増加し、267 億 81 百万円となりま

した。これは、6 月に配当金として 3 億 13 百万円支払いましたが、当第 2 四半期において 7

億 10百万円の四半期純利益を計上しことにより利益剰余金が3億97百万円増加したことと、

株価上昇により、その他有価証券評価差額金が 3 億 58 百万円増加したことなどによります。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当第 2四半期末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より 8億 69 百万円増加

し、99 億 1 百万円となりました。 

各活動のキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金の増加額は、17 億 28 百万円となりました。これは、主に税金等調整

前四半期純利益 10 億 89 百万円計上によるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金の減少額は、4億 82 百万円となりました。これは、主に有形固定資産

の取得によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金の減少額は、3 億 7 百万円となりました。これは、主に配当金の支払

によるものであります。 

 
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当年度の連結業績予想については、第 2 四半期までの業績ならびに円安によるタイ・バーツ

高の影響等を勘案し、平成26年 5月 15日に公表した連結業績予想を以下に変更しております。 

 

                            単位：百万円 

 前回発表予想

（Ａ） 

今回修正予想

（Ｂ） 

増減額 

（Ｂ）－（Ａ） 

売 上 高 18,300 19,100 ＋800 

営 業 利 益 1,250 1,350 ＋100 

経 常 利 益 1,900 2,050 ＋150 

当期純利益 1,150 1,250 ＋100 

 

(注)上記の予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき、当社が合理的と判断した

見通しであり、市場の動向・為替の変動などのリスクや不確実性を含んでおり、実際の業

績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性がございます。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 
   該当事項はありません。 
 
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
  税金費用の計算 
   法人税等の処理は、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

　　　該当事項はありません。
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　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

　　　　該当事項はありません。
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　（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

売上高

　外部顧客への売上高

　セグメント間の内部売上高

　又は振替高

セグメント利益

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差額の

　主な内容（差異調整に関する事項）

報告セグメント計

全社費用（注）

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

売上高

　外部顧客への売上高

　セグメント間の内部売上高

　又は振替高

セグメント利益

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差額の

　主な内容（差異調整に関する事項）

報告セグメント計

全社費用（注）

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

908,418

△ 155,361

（単位：千円）

鍛造事業

753,056

建機事業 物流事業 不動産事業 合計

計

（単位：千円）

7,360,939 1,328,823 448,165 81,537 9,219,466

鍛造事業 不動産事業 合計

－ －

建機事業 物流事業

（単位：千円）

908,418

9,219,46681,537

－ － －

7,360,939 1,328,823 448,165

7,049,473 1,717,674 448,286 85,603

613,684 232,363 15,619 46,750

利益 金額

計 7,049,473 1,717,674 448,286

9,301,037

－ － － － －

85,603 9,301,037

507,122 302,407 4,573 49,267 863,371

△ 165,730

697,641

（単位：千円）

利益 金額

863,371
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